
 
 

中津市景観計画 

 54

第５部 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項 

本市の良好な景観を保全し良好な景観の形成を図るため、景観法に基づく景観計画 

区域において行為の制限を定めます。このため、景観計画区域内において、次に定め 

るものの建築などを行おうとする市民や事業者は、その行為の前に届出を行う必要が 

あり、景観形成基準に適応した行為であることの確認が求められることになります。 

 但し、景観形成誘導地区については、景観形成重点地区への移行を目指す区域の指 

定であるため、行為の制限、届出は必要ありません。 

 

『景観形成の仕組み』 

中津市では、市全域を対象に行う景観誘導と特定の地区について行う景観誘導との 

二つを組み合わせて、景観形成を図ることとします。 

対 象 名  称 届出対象 

景観形成誘導 

方 針 基 準 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

勧 告 
(氏名等の公表)

変更命令

市 全 域 
大規模な行為等 
届出地区 

一定規模以上の建築物等 〇 〇 〇 勧告 

特定の 

地区 

特定施設届出地区 
主な道路沿道で別途定める 
特定の施設 

〇 〇 〇 勧告 

中津城周辺 
景観形成地区 

特定の地区内にある建築物、
工作物 

〇 〇 〇 勧告 

景観形成重点地区 
特定の地区内にある建築物、
工作物 

〇 ○ 〇 勧告 

景観形成誘導地区 なし 〇 — — — 

その他の地区 なし 〇 — — — 

※既存建築物や小規模な建築などの本計画の届出対象とならない行為についても、できる限り当該

計画の方針および別に定めるガイドラインに即したものとなるように努めることとします。 

◇勧告 

 届出行為が、景観計画の制限に適合しないと認めるとき、設計の変更その他必要な措置をと

ることを勧告できる。（景観法第 16 条第 3 項） 

 勧告に従わない場合は、氏名等を公表することができる。（景観条例第 13 条） 

◇変更命令について・・・当面適用しない。 

 特定届出対象行為（建築物、工作物で届出を要する行為のうち景観行政団体の条例で定める

もの）について、形態意匠の制限に適合しない行為をしようとする者等に対して、必要な限

度において、当該行為に関し設計の変更等を命じることができる。（景観法第 17 条第 1 項） 

 

１．大規模な行為等届出地区 

 大規模な建築行為や開発等はその大きさから周囲の景観に与える影響が大きく、東九

州自動車道路や中津日田高規格道路の整備が進められている本市にあっては、自然豊か

な景観やのどかな田園風景などが失われるおそれがあります。 
 良好な景観や居住環境を保全、創出するため、市全域を対象範囲として地域の景観に

与える影響の大きな建築行為や開発行為等に限って届出制度を設け、良好な景観形成を

図ります。 
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（１）対象範囲 
   景観計画区域の全域（市全域） 
 
（２）届出が必要な行為と規模（※1） 

区 分 届 出 対 象 規   模 (※２) 行為 

建築物 (※３) 
高さ(※4･5)が 10ｍを超える又は延

べ面積が 1,000 ㎡を超える建築物 

新 築 、 増

築、改築若

し く は 移

転、外観を

変 更 す る

こ と と な

る 修 繕 も

し く は 模

様 替 え 又

は 色 彩 の

変更 

(※7) 

工作物 

(※6) 

準
用
工
作
物 

柵、塀、擁壁等 高さ(※4･5)が 2ｍを超えるもの 

広告塔、広告板、装飾塔、記念塔等 高さ(※4･5)が 4ｍを超えるもの 

煙突 高さ(※4･5)が 6ｍを超えるもの 

高架水槽、サイロ、物見塔等 高さ(※4･5)が 8ｍを超えるもの 

RC 造・鉄・木柱等 高さ(※4･5)が 10ｍを超えるもの 

指
定
工
作
物 

太陽光発電設備 

高さ（※９）が 10 メートルを超える

もの又は太陽光発電パネル面の合計面

積が 500 ㎡を超えるもの 

高架の遊戯施設・回転式遊戯施設 

高さ(※4･5)が 10ｍを超えるもの又

は建築面積が 500 ㎡を超える建築物 

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ、ｸﾗｯｼｬｰﾌﾟ

ﾗﾝﾄその他これらに類する施設 

石油、ｶﾞｽ、液化石油ｶﾞｽ、穀物、飼

料等を貯蔵又は加工する施設 

自動車車庫 

汚物処理施設、ごみ処理施設、その

他の処理施設 

開発 

行為 

都市計画・準都市計画区域 3,000 ㎡以上の開発行為 新設、 

増設 その他の区域 10,000 ㎡以上の開発行為 

土石類の採取 区域面積（※8）が 1,000 ㎡を超え、

かつのりの高さ(※5)が 2ｍを超える

もの 
宅地の造成その他の土地の形質の変更 

木竹の伐採又は移植 

区域面積（※8）が 1,000 ㎡を超える

行為のうち、維持管理のための伐採又

は移植以外の行為 

屋外における土石、廃棄物、再生資源等の物件の集

積又は貯蔵 

高さ(※5)が２ｍを超え、かつ面積が

100 ㎡を超え、かつ集積等の期間が

90 日を超えるもの 

 

 

※1 通常の管理行為、災害対策に関する行為など、景観法第 16 条第 7 項に規定される行為は適用除外と
なります。 

※2 規模は、増築等にあっては、増築後の規模とします。 

※3 建築物とは、建築基準法第 2 条第 1 項に規定する建築物とします。（工事に係る仮設のものを除く。
以下、同じ。） 

※4 建築物・工作物に看板、高架水槽等の付帯する施設（テレビアンテナ類、避雷針を除く）を含めた高
さとします。（以下、同じ。） 

※5 当該敷地が道路に接する場合は、主要な前面道路の路面の中心からの高さとします。道路に接しない
場合は、地盤面からの高さとします。地盤面とは、当該敷地が周囲の地面と接する位置の平均の高さ
における水平面をいい、その接する位置の高低差が 3m を超える場合においては、その高低差 3m 以
内ごとの平均の高さにおける水平面をいいます。（以下、同じ。） 

※6 工作物とは、中津市景観条例別表第１に掲げる工作物とします。（工事に係る仮設のものを除く。以下、
同じ。） 

※7 外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更については、当該行為に係る部分の
面積が 10 ㎡を超えるものに限ります。 

※8 水平投影面積とします。 

※9 下部に設置される太陽光発電パネルの下端から 上部に設置される太陽光発電パネルの上端までの
高さとする。 
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（３）景観形成基準 

事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

配
置 

①既にまちなみが形成されている地域では、まちなみとの調和や連続性に

配慮した配置及び形状となるように努める。 

②道路等の公共用地に接する境界線からできる限り離れた位置に建て、通

りに面してゆとりある配置とする。（ただし、壁面後退が困難な狭小宅地

を除く。） 

高
さ
・
形
態
・
意
匠

①まちなみや自然など周辺景観と調和した高さ・形態・意匠とする。 

②大規模な建築物の外壁は、形態の工夫や目地による分節化等により、周

辺に圧迫感を与えないように配慮する。 

③八面山の稜線などへの眺望に配慮した形状となるよう努める。 

色
彩
・
素
材 

①マンセル値（P107～109参照）により以下の色彩とする。さらに、無

彩色又は素材色を用いるなど、まちなみや自然など周辺景観との調和に

配慮した落ち着きのある色彩・素材とする。 

色相 

エリア（参考）      
R（赤）～Y（黄）

その他の色相 

GY（黄緑） 他 

用

途

地

域

内 

城下町エリア 
彩度 4 以下 彩度 2 以下 

原則として

使用不可 

市街地エリア 

臨海工業エリア 

沿岸エリア 

郊外住宅エリア 

古代遺跡エリア 

彩度 4 以下 彩度 2 以下 

用

途

地

域

外 

郊外田園エリア 

山国川水系・名勝耶馬

渓エリア 

中山間エリア 

森林保全エリア 

彩度３以下 彩度２以下 

②上記に加えて、屋根面はできる限り無彩色または低明度・低彩度色を使

用し、まちなみや自然などの周辺景観と調和したものとする。 

③ただし、次に該当するものは、この限りではない。 

・外壁、屋根、塀等の各壁面の見付面積から屋外広告物の面積を除いた
面積の 5 分の 1 未満の範囲内で使用される外観のアクセント色（ただ
し、アクセント色は、屋外広告物を除く面積とする。） 

・表面に着色していない自然石、木材、土壁及びガラス等の素材本来が
持つ色彩 

・航空法その他の法令に基づき設置するもの 

・市長が景観審議会の意見を聞き、次に該当すると認めるもの 
＊質の高いデザイン（色彩を含む）でランドマークとなる役割があり、

良好な景観を形成するもの 
＊植栽等で遮へいされており、景観を阻害しないもの など 

④中津らしさを感じさせる地場産の材料を積極的に取り入れるように努め

る。 

⑤耐久性・耐候性に優れた材料を積極的に取り入れるように努める。 
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事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

外
構 

①まちなみや自然など周辺景観との調和に配慮し、敷地内のオープンスペ

ースの確保に努めるとともに、出来る限り緑化に努める。 

②既存の樹木の保全や在来種の採用により、地域の固有景観の保全・育成

に配慮する。 

③塀などを設ける場合は、自然素材を用いるなどにより地域の景観との調

和に配慮するとともに、景観の向上に資するよう努める。 

④屋外設備や施設は、通りから見えない位置に設けるか、覆いを設けるな

どにより、建物本体及び周辺景観との調和に配慮する。 

⑤日よけテントを設置する場合は、色彩やデザインに配慮し、建築物と調

和させる。 

⑥広告物は、まちなみや自然などの周辺景観と調和した形態、意匠とする。

⑦屋外に音を発する音響広告施設は設置しないこととする。 

⑧屋外駐車場は、樹木や花等の緑化により地域の景観の向上に努める。 

⑨自動販売機等については、周辺の景観との調和に努める。 

⑩夜間照明は、周辺の落ち着いた景観との調和に努める。 

・開発行為 

・土石類の採取 

・宅地の造成、そ

の他の土地の

形質の変更 

①必要 小限の形質の変更や既存樹木の保全、周辺との調和に配慮した形

態・素材の採用、在来種などによる緑化等により、開発後の土地の地貌

（ちぼう）及び景観が、周辺景観と調和したものとなるように配慮する。

                   ※地貌（ちぼう）＝地形や地勢

樹木の伐採 

又は移植 

①伐採・移植する範囲は、周辺景観を著しく損ねることのないよう必要

小限とする。 

②伐採される樹林が果たす景観上の役割を考慮し、樹林地の一部を保全又

は可能な限り緑化するなど周辺景観との調和に配慮する。 

屋外における土

石、廃棄物、再生

資源等の物件の

集積又は貯蔵 

①道路などの公共の場から望見できる部分については、道路側の敷地境界

線からできる限り後退した位置や道路などから直接見えない位置への配

置、植栽や塀による遮蔽、積み上げ高さを低く抑えるなどにより、公共

の場からの眺望に配慮する。 

 
この計画では JIS 標準色票として採用されているマンセル表色系を基礎としたカラーシステ

ムによって色彩を表しています。マンセル表色系とは、色彩を 3 つの属性(色相、明度、彩度)

に基づいて表現するものです。 

 

色相：基本は赤(R)、黄(Y)、緑(G)、青(B)、紫(P)と、中間の５

色、黄赤(YR)、黄緑(GY)、青緑(BG)、青紫(PB)、赤紫

(RP)の合計１０色で表し、その度合いを表す数字を組み

合わせて用います。 

明度：色の「明るさ」の度合いを表し、明るい色ほど数値が大

きくなります。 

彩度：色の「鮮やかさ」の度合いを表し、鮮やかな色ほど数値

が大きくなります。 
 

５ＹＲ ６ ／ ８ 
色相   明度  彩度 

（５ワイアール ６ の ８と読む） 

マンセル値の読み方 ▲マンセル表色系のイメージ 
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国道 10 号 
国道 212 号 
国道 213 号 
国道 496 号線の一部 
国道 500 号の一部 
県道中津高田線 
県道中津停車場線 
県道中津吉富線 
県道中津豊前線 

：対象路線 

県道臼木沖代線 
県道豊前万田線 
県道円座中津線の一部 
県道森耶馬溪線 
県道万田四日市線 
県道小祝港線の一部 
市道中津駅南口通り線 
市道船場竜王線 
市道小祝角木線 

２．特定施設届出地区 
 幹線道路沿いなどでは経済活動が活発に行われるため、目立つ色彩や派手な形の建築

物や広告物が建設される可能性があります。東九州自動車道路や中津日田高規格道路の

整備が進められている本市にあっては、自然豊かな景観やのどかな田園風景などが失わ

れるおそれがあります。 
 良好な景観や居住環境を保全、創出するため、幹線道路沿線を対象範囲として地域の

景観に与える影響の大きい派手な色彩や形になりやすい特定の建築物等について届出制

度を設け、良好な景観形成を図ります。 

 

（１）対象範囲 
 良好な沿道景観を保全するため、市外からの進入路や市内を巡る際の幹線道路、観光

施設へのアクセス道路、インターチェンジ附近を対象範囲とします。具体的な範囲は下

図に指定する路線の道路境界線から２０ｍの範囲を含む一団の土地とします。 
 

＜指定する路線一覧＞ 
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（２）届出が必要な行為と規模 

区 分 届出対象 規 模 行 為 

建築物 

 

工作物 

風俗営業等の規制及び業務の適

正化等に関する法律第２条第１

項第１号から８号のいずれかに

規定する営業を行うための施設

延べ面積が 10 ㎡

を超えるもの 

新築、増築、改築若し

くは移転、外観を変更

することとなる修繕

若しくは模様替え又

は色彩の変更（※1） 

危険物の規制に関する政令第３

条第１号に規定する給油取扱所

旅館業法第２条第２項又は第３

項に規定する営業を行うための

施設 

景観上重

要な施設 

飲食店業を営むた

めの施設 

物品販売業又は物

品貸付業を営むた

めの施設 

■特定施設の例 

●風営法で定める施設   例）パチンコ屋、マージャン屋、ゲームセンター、モーテル等 

●危険物法で定める給油所 例）ガソリンスタンド 

●旅館法で定める施設   例）ホテル、旅館等 

●景観上重要な施設    例）飲食店、物品販売店等 

 
※1 外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更については、当該行為に係る部分

の面積が 10 ㎡を超えるものに限ります。 
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（３）景観形成基準 

事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

配
置 

①既にまちなみが形成されている地域では、まちなみとの調和や連続性に

配慮した配置及び形状となるように努める。 

②道路等の公共用地に接する境界線からできる限り離れた位置に建て、通

りに面してゆとりある配置とする。（ただし、壁面後退が困難な狭小宅地

を除く。） 

高
さ
・
形
態
・
意
匠

①まちなみや自然など周辺景観と調和した高さ・形態・意匠とする。 

②大規模な建築物の外壁は、形態の工夫や目地による分節化等により、周

辺に圧迫感を与えないように配慮する。 

③八面山の稜線などへの眺望に配慮した形状となるよう努める。 

色
彩
・
素
材 

①マンセル値（P107～109参照）により以下の色彩とする。さらに、無

彩色又は素材色を用いるなど、まちなみや自然など周辺景観との調和に

配慮した落ち着きのある色彩・素材とする。 

色相 

エリア（参考）      
R（赤）～Y（黄）

その他の色相 

GY（黄緑） 他 

用

途

地

域

内 

城下町エリア 
彩度 4 以下 彩度 2 以下 

原則として

使用不可 

市街地エリア 

臨海工業エリア 

沿岸エリア 

郊外住宅エリア 

古代遺跡エリア 

彩度 4 以下 彩度 2 以下 

用

途

地

域

外 

郊外田園エリア 

山国川水系・名勝耶馬

渓エリア 

中山間エリア 

森林保全エリア 

彩度３以下 彩度２以下 

②上記に加えて、屋根面はできる限り無彩色または低明度・低彩度色を使

用し、まちなみや自然などの周辺景観と調和したものとする。 

③ただし、次に該当するものは、この限りではない。 

・外壁、屋根、塀等の各壁面の見付面積から屋外広告物の面積を除いた
面積の 5 分の 1 未満の範囲内で使用される外観のアクセント色（ただ
し、アクセント色は、屋外広告物を除く面積とする。） 

・表面に着色していない自然石、木材、土壁及びガラス等の素材本来が
持つ色彩 

・航空法その他の法令に基づき設置するもの 

・市長が景観審議会の意見を聞き、次に該当すると認めるもの 
＊質の高いデザイン（色彩を含む）でランドマークとなる役割があり、

良好な景観を形成するもの 
＊植栽等で遮へいされており、景観を阻害しないもの など 

④中津らしさを感じさせる地場産の材料を積極的に取り入れるように努め

る。 

⑤耐久性・耐候性に優れた材料を積極的に取り入れるように努める。 
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事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

外
構 

①まちなみや自然など周辺景観との調和に配慮し、敷地内のオープンスペ

ースの確保に努めるとともに、出来る限り緑化に努める。 

②既存の樹木の保全や在来種の採用により、地域の固有景観の保全・育成

に配慮する。 

③塀などを設ける場合は、自然素材を用いるなどにより地域の景観との調

和に配慮するとともに、景観の向上に資するよう努める。 

④屋外設備や施設は、通りから見えない位置に設けるか、覆いを設けるな

どにより、建物本体及び周辺景観との調和に配慮する。 

⑤日よけテントを設置する場合は、色彩やデザインに配慮し、建築物と調

和させる。 

⑥広告物は、まちなみや自然などの周辺景観と調和した形態、意匠とする。

⑦屋外に音を発する音響広告施設は設置しないこととする。 

⑧屋外駐車場は、樹木や花等の緑化により地域の景観の向上に努める。 

⑨自動販売機等については、周辺の景観との調和に努める。 

⑩夜間照明は、周辺の落ち着いた景観との調和に努める。 
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３．中津城周辺景観形成地区 

日本 3 大水城の一つに数えられる中津城天守閣から眺望する旧城下のまちなみは、

城下町の風情を色濃く残す地域であり、中津を代表する景観として保全していかなけ

ればならない重要なエリアです。 

しかし、この城下町エリアのランドマークである中津城を街中から眺望する上で、

支障となる建築物等が建設されており、この地域の歴史的景観を維持するためには、

城下町の風情と不調和な建築物等の出現の可能性を無くす必要があります。 

そこで、この優れた景観の維持・保全のために、中津城周辺の城下町エリアに建築

物の高さ、形態･意匠、色彩等に関する基準を定め、積極的に誘導していくことにより、

旧城下町やその周辺に広がる戸建住宅と自然景観を融合させた、一体的な景観形成を

図っていきます。 

特に建築物の高さの基準値については、今後、地域住民をはじめ関係者の理解を求

めながら、都市計画法の「高度地区・景観地区」の検討を行うことを前提に、より良

い景観形成のための基本的な方針を示します。 

 

（１）対象範囲 

  城下町エリア（下図参照） 
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（２）届出が必要な行為と規模 

区 分 届 出 対 象 規  模 行 為 

建築物 

 

工作物 

  

高さ(※1)が 10

ｍを超える建築

物 
新築、増築、改

築 若 し く は 移

転、外観を変更

することとなる

修繕若しくは模

様替え又は色彩

の変更（※2） 

 

景観上重要な施設 
飲食店業を営む

ための施設 
延べ面積が 10

㎡を超えるもの 物品販売業又は

物品貸付業を営

むための施設 

 

 

 

 

（３）景観形成基準 

事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

配
置 

①既にまちなみが形成されている地域では、まちなみとの調和や連続性に配

慮した配置及び形状となるように努める。 

②道路等の公共用地に接する境界線からできる限り離れた位置に建て、通り

に面してゆとりある配置とする。（ただし、壁面後退が困難な狭小宅地を除

く。） 

高
さ
・
形
態
・
意
匠 

①城下町の風情を保全するため、建築物・工作物は原則として 2 階建て程度

以下とし、用途地域ごとに下記の高さ（※1）を 高限度とする。（既存のマ

ンション等を除く。） 

用途地域 高さ制限値 

第 1 種低層住居専用地域 10ｍ以下（※2） 

商業地域 15ｍ以下 

上記以外 12ｍ以下 

※１ 当面、高さ制限の目安として活用し、適切な時期に高度地区・景観地区（都

市計画決定）に移行します。 

※２ 建築基準法第 55 条１項に基づき中津市が定める、建築物の高さの限度に準

じます。 

②城下町の風情を感じさせる景観と調和した形態・意匠とする。 

③特に中津城周辺については伝統的な建築様式と調和した意匠とする。 

④大規模な建築物の外壁は、形態の工夫や目地による分節化等により、周辺

に圧迫感を与えないように配慮する。 

⑤八面山の稜線などへの眺望に配慮した形状となるよう努める。 

※1 建築物・工作物に看板、高架水槽等の付帯する施設（テレビアンテナ類、避雷針を除く）を含めた
高さとします。 

※2 外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更については、当該行為に係る部分
の面積が 10 ㎡を超えるものに限ります。 



 
 

中津市景観計画 

 64

 

事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

色
彩
・
素
材 

①マンセル値（P109参照）により以下の色彩とする。 

②さらに、無彩色又は素材色を用いるなど、城下町の風情を感じさせる落ち

着きのある色彩・素材とする。 

R（赤）～Y（黄） GY（黄緑） 他 

彩度 4 以下 彩度 2 以下 
原則として 
使用不可 

③上記に加えて、屋根面はできる限り無彩色または低明度・低彩度色を使用

し、城下町の風情に相応しいものとする。 

④ただし、次に該当するものは、この限りではない。 

・外壁、屋根、塀等の各壁面の見付面積から屋外広告物の面積を除いた面
積の 10 分の 1 未満の範囲内で使用される外観のアクセント色（ただし、
アクセント色は、屋外広告物を除く面積とする。） 

・表面に着色していない自然石、木材、土壁及びガラス等の素材本来が持
つ色彩 

・航空法その他の法令に基づき設置するもの 

・市長が景観審議会の意見を聞き、次に該当すると認めるもの 
＊質の高いデザイン（色彩を含む）でランドマークとなる役割があり、

良好な景観を形成するもの 
＊植栽等で遮へいされており、景観を阻害しないもの など 

⑤中津らしさを感じさせる地場産の材料を積極的に取り入れるように努め

る。 

⑥耐久性・耐候性に優れた材料を積極的に取り入れるように努める。 

外
構 

①まちなみや自然など周辺景観との調和に配慮し、敷地内のオープンスペー

スの確保に努めるとともに、出来る限り緑化に努める。 

②既存の樹木の保全や在来種の採用により、地域の固有景観の保全・育成に

配慮する。 

③塀などを設ける場合は、自然素材を用いるなどにより地域の景観との調和

に配慮するとともに、景観の向上に資するよう努める。 

④屋外設備や施設は、通りから見えない位置に設けるか、覆いを設けるなど

により、建物本体及び周辺景観との調和に配慮する。 

⑤日よけテントを設置する場合は、色彩やデザインに配慮し、建築物と調和

させる。 

⑥広告物は、まちなみや自然などの周辺景観と調和した形態、意匠とする。 

⑦屋外に音を発する音響広告施設は設置しないこととする。 

⑧屋外駐車場は、樹木や花等の緑化により地域の景観の向上に努める。 

⑨自動販売機等については、周辺の景観との調和に努める。 

⑩夜間照明は、周辺の落ち着いた景観との調和に努める。 
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■各視点場からの現状の見え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 城下町エリアにおける高さ制限のゾーン区分図 

①龍王橋 ②蛎瀬大橋 ③ＪＲ日豊本線

① 

② 

③ 

中津城 中津城

中津城 
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４．景観形成重点地区 

  景観形成誘導地区のうち景観形成に効果が見られ、本市を代表する景観として認め

られる地区については、当該地区住民の合意のうえ、市に対して申請を行い一定の審

査を経て、景観形成重点地区として更なる良好な景観形成を図ります。 

  市の街なみ景観整備事業補助金交付要綱で定める一定の基準を満たし、その効果が

期待できると認められた地区については財政的支援も検討します。 

【指定基準】 

  景観形成重点地区は、景観形成誘導地区のうち下記の全ての要件を満たす地区を指

定します。 

◎景観形成に係る市民の自主的な活動の成果が連担する場所で確認できる地域 

◎景観形成の活動が周辺に広がることが期待できると認められる地域 

◎本市を代表する景観として市の内外に周知する価値があると認められる地域 

◎住民が主体となったまちづくり団体が設立され、まちづくり協定の締結が見込ま

れる地域 

【景観形成基準の基本的考え方】 

◎現状よりも厳しい規制をするものではなく、これまでの景観を維持していけるよ

うなルールとします。 

◎建築物等に対する規模やデザインの基準を定め、これまで地区で守られてきた暗

黙のルールが今後も守られていくように明文化します。 

 

  

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島田本町通り景観形成イメージ図 蛭子町通り景観形成イメージ図 

豊後街道 景観形成イメージ図 諸町 景観形成イメージ図 
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（１）島田本町地区 

１）選定理由と目的 

中津駅北土地区画整理事業に伴い、新たに建てられる住宅や店舗等を和風建築にす 

ることで「城下町の風情をもったまちづくり」を進めており、この地区では地域住民 

と自治会がまちづくり協定を締結し、平成１６年７月１日に市がそれを承認しました。 

建築に当たっては修理基準、修景基準を設け、新しいまちなみとして一体感のある景 

観形成を図っていきます。 

 

２）対象範囲 

   島田本町のうち、下図の範囲とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）景観形成方針 

   中津駅北土地区画整理事業に伴い新しく生まれ変わるこの地区のまちづくりは、

「城下町の風情をもったまちづくり」をテーマに、和風建築を基本とした一体感の

ある景観形成を図ることとします。 
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４）届出が必要な行為と規模 

区 分 届出対象 規 模 行 為 

建築物 

工作物 

延べ面積が 10 ㎡を

超えるもの 

新築、増築、改築若しくは移転、外観

を変更することとなる修繕若しくは模

様替え又は色彩の変更（※1） 

 

 

 

５）景観形成基準 

事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

配
置①まちなみとの調和や連続性に配慮した配置及び形状となるように努める。 

高
さ
・
形
態
・
意
匠

①建築物・工作物は原則として 2 階建て程度以下とする。やむを得ず 3 階以上

になる場合は、通り筋に面した部分への下屋又は庇の設置、3 階以上の壁面

に工夫を凝らすなど、城下町の風情を損なわないように配慮する。 

②格子や漆喰等の伝統的な意匠や日本瓦による勾配屋根の採用など、和風建築

様式を基調とする。 

色
彩
・
素
材 

①マンセル値（P109参照）により以下の色彩とする。 

②さらに、無彩色又は素材色を用いるなど、城下町の風情を感じさせる落ち着

きのある色彩とする。 

R（赤）～Y（黄） GY（黄緑） 他 

彩度 4 以下 彩度 2 以下 
原則として 
使用不可 

③上記に加えて、屋根面はできる限り無彩色または低明度・低彩度色を使用し、

城下町の風情に相応しいものとする。 

④ただし、次に該当するものは、この限りではない。 

・外壁、屋根、塀等の各壁面の見付面積から屋外広告物の面積を除いた面積
の 10 分の 1 未満の範囲内で使用される外観のアクセント色（ただし、ア
クセント色は、屋外広告物を除く面積とする。） 

・表面に着色していない自然石、木材、土壁及びガラス等の素材本来が持つ
色彩 

・航空法その他の法令に基づき設置するもの 

・市長が景観審議会の意見を聞き、次に該当すると認めるもの 
＊質の高いデザイン（色彩を含む）でランドマークとなる役割があり、良

好な景観を形成するもの 
＊植栽等で遮へいされており、景観を阻害しないもの など 

⑤漆喰調仕上げ又は板張り等、城下町の風情を感じさせる材料を積極的に取り

入れるように努める。 

⑥中津らしさを感じさせる地場産の材料を積極的に取り入れるように努める。

⑦耐久性・耐候性に優れた材料を積極的に取り入れるように努める。 

※1 外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更については、当該行為に係る部分
の面積が 10 ㎡を超えるものに限ります。
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事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

外
構 

①既存の樹木の保全や在来種の採用により、地域の固有景観の保全・育成に

配慮する。 

②門、塀及び門扉は和風建築と調和したものとする。 

③車庫、物置等の付属家は、位置、形態、色調等を景観に配慮し、建物本体

との調和の取れたものとする。 

④公道に面する空き地及び駐車場等は、まちなみに調和した門扉の設置や植

栽などにより、まちなみの連続性に配慮する。 

⑤屋外設備や施設は、通りから見えない位置に設けるか、木製格子の覆いを

設けるなどにより、建物本体及び周辺景観との調和に配慮する。 

⑥日よけテントを設置する場合は、色彩やデザインに配慮し、建築物と調和

させる。 

⑦広告物は、まちなみや自然などの周辺景観と調和した形態、意匠とする。

⑧屋外に音を発する音響広告施設は設置しないこととする。 

⑨自動販売機等については、周辺の景観との調和に努める。 

⑩夜間照明は、周辺の落ち着いた景観との調和に努める。 

 



 
 

中津市景観計画 

 70

（２）蛭子町地区 

１）選定理由と目的 

中津駅北土地区画整理事業に伴い、新たに建てられる住宅や店舗等を和風建築に

することで「地域住民の心のかよいあう「和と WA」をもったまちづくり」を進め

ており、この地区では地域住民と自治会がまちづくり協定を締結し、平成１６年１

２月２２日に市がそれを承認しました。建築に当たっては修理基準、修景基準を設

け新しいまちなみとして一体感のある景観形成を図っていきます。 

 

２）対象範囲 

   蛭子町のうち、下図の範囲とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）景観形成方針 

中津駅北土地区画整理事業に伴い新しく生まれ変わるこの地区のまちづくりは、 

「和とＷＡ（輪）※1 をもった景観の形成」をテーマに、和風建築を基本とした一

体感のある景観形成を図ることとします。 

※１．「和風のまちなみをみんなの輪で創る」という意味 
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４）届出が必要な行為と規模 

区 分 届出対象 規 模 行 為 

建築物 

工作物 

延べ面積が 10 ㎡を

超えるもの 

新築、増築、改築若しくは移転、外観

を変更することとなる修繕若しくは模

様替え又は色彩の変更（※1） 

 

 

 

５）景観形成基準 

事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

配
置①まちなみとの調和や連続性に配慮した配置及び形状となるように努める。 

高
さ
・
形
態
・
意
匠

①建築物・工作物は原則として 2 階建て程度以下とする。やむを得ず 3 階以上

になる場合は、通り筋に面した部分への下屋又は庇の設置、3 階以上の壁面

に工夫を凝らすなど、和風のまちなみに相応しいものとする。 

②格子や漆喰等の伝統的な意匠や日本瓦による勾配屋根の採用など、和風建築

様式を基調とする。 

色
彩
・
素
材 

①マンセル値（P109参照）により以下の色彩とする。 

②さらに、無彩色又は素材色を用いるなど、和風のまちなみに相応しい落ち着

きのある色彩とする。 

R（赤）～Y（黄） GY（黄緑） 他 

彩度 4 以下 彩度 2 以下 
原則として 
使用不可 

③上記に加えて、屋根面はできる限り無彩色または低明度・低彩度色を使用し、

和風に相応しいものとする。 

④ただし、次に該当するものは、この限りではない。 

・外壁、屋根、塀等の各壁面の見付面積から屋外広告物の面積を除いた面積
の 10 分の 1 未満の範囲内で使用される外観のアクセント色（ただし、ア
クセント色は、屋外広告物を除く面積とする。） 

・表面に着色していない自然石、木材、土壁及びガラス等の素材本来が持つ
色彩 

・航空法その他の法令に基づき設置するもの 

・市長が景観審議会の意見を聞き、次に該当すると認めるもの 
＊質の高いデザイン（色彩を含む）でランドマークとなる役割があり、良

好な景観を形成するもの 
＊植栽等で遮へいされており、景観を阻害しないもの など 

⑤漆喰調仕上げ又は板張り等、和風の雰囲気を感じさせる材料を積極的に取り

入れるように努める。 

⑥中津らしさを感じさせる地場産の材料を積極的に取り入れるように努める。

⑦耐久性・耐候性に優れた材料を積極的に取り入れるように努める。 

※1 外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更については、当該行為に係る部分
の面積が 10 ㎡を超えるものに限ります。
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事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

外
構 

①既存の樹木の保全や在来種の採用により、地域の固有景観の保全・育成に

配慮する。 

②門、塀及び門扉は和風建築と調和したものとする。 

③車庫、物置等の付属家は、位置、形態、色調等を景観に配慮し、建物本体

との調和の取れたものとする。 

④公道に面する空き地及び駐車場等は、まちなみに調和した門扉の設置や植

栽などにより、まちなみの連続性に配慮する。 

⑤屋外設備や施設は、通りから見えない位置に設けるか、木製格子の覆いを

設けるなどにより、建物本体及び周辺景観との調和に配慮する。 

⑥日よけテントを設置する場合は、色彩やデザインに配慮し、建築物と調和

させる。 

⑦広告物は、まちなみや自然などの周辺景観と調和した形態、意匠とする。

⑧屋外に音を発する音響広告施設は設置しないこととする。 

⑨自動販売機等については、周辺の景観との調和に努める。 

⑩夜間照明は、周辺の落ち着いた景観との調和に努める。 
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（３）豊後街道地区 

１）選定理由と目的 

豊後町は、細川時代の町屋の一つで蠣瀬口より西に伸びる商人の町でした。また、

蠣瀬口から東に伸びる蛎瀬地区も、城下に出入りする人々で賑わっていました。こ

の街道には今も商家の連なった往時の面影が残る建物を見ることができます。 

平成２２年１０月１日、豊後街道景観まちづくり協議会は景観まちづくり団体に

認定され、まちづくり協定により、城下町の風情をもった景観形成を図っていきま

す。 

 

２）対象範囲 

市道蛎瀬中津駅北口線、豊後町姫路町線の沿線の豊後街道（通称「楽一通り」）

の地区（下図参照）とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）景観形成方針 

豊後街道には、今も商家や町屋の連なった往時の面影を見ることができます。江

戸時代から引き継がれてきた歴史的なまちなみと現代の建物、生垣、和風壁の調和

により、落ち着いた雰囲気を醸し出しています。 

この城下町の風情をもった豊後街道を、一体感のある景観づくりによって質を高

め、誰もがやすらぎを感じる、歩いて楽しいまちづくりを目指します。 
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４）届出が必要な行為と規模 

区 分 届出対象 規 模 行 為 

建築物 

工作物 

延べ面積が 10 ㎡を

超えるもの 

新築、増築、改築若しくは移転、外観

を変更することとなる修繕若しくは模

様替え又は色彩の変更（※1） 

 

 

５）景観形成基準 

事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

配置 

①歴史的まちなみとの調和や町屋の連続性に配慮した配置及び形状となるよ

うに努める。 

高
さ
・
形
態
・
意
匠 

①城下町の風情を保全するため、建築物・工作物の高さは原則として2階建て

程度以下とし、高さの 高限度を１０ｍ以下とする。やむを得ず3階になる

場合は、通り筋に面した部分への下屋又は庇の設置、壁面に工夫を凝らす

など、城下町の風情を損なわないように配慮する。 

②町屋が連続する歴史的まちなみに配慮し、格子や漆喰等の伝統的な意匠や

日本瓦による勾配屋根の採用など、和風建築様式を基調とする。 

色
彩
・
素
材 

①マンセル値（P109参照）により以下の色彩とする。 

 

 
R（赤）～Y（黄） GY（黄緑） 他 

彩度 4 以下 彩度 2 以下 
原則として 
使用不可  

②さらに、無彩色又は素材色を用いるなど、城下町の風情を感じさせる落ち

着きのある色彩となるように努める。 

③上記に加えて、屋根面はできる限り無彩色または低明度・低彩度色を使用

し、城下町の風情に相応しいものとなるように努める。 

④ただし、次に該当するものは、この限りではない。 

・外壁、屋根、塀等の各壁面の見付面積から屋外広告物の面積を除いた面
積の２０分の 1 未満の範囲内で使用される外観のアクセント（強調）色
（ただし、アクセント色は、屋外広告物を除く面積とする。） 

・表面に着色していない自然石、木材、土壁及びガラス等の素材本来が持
つ色彩 

・航空法その他の法令に基づき設置するもの 

・市長が景観審議会の意見を聞き、次に該当すると認めるもの 
＊質の高いデザイン（色彩を含む）でランドマーク（地域の象徴となる

建物など）となる役割があり、良好な景観を形成するもの 
＊植栽等で遮へいされており、景観を阻害しないもの など 

⑤漆喰仕上げ又は板張り等、城下町の風情を感じさせる材料を積極的に取り

入れるように努める。 

⑥中津らしさを感じさせる地場産の材料を積極的に取り入れるように努め

る。 

⑦耐久性・耐候性に優れた材料や環境に優しい素材・製品を積極的に取り入

れるように努める。 

※1 外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更については、当該行為に係る部分
の面積が 10 ㎡を超えるものに限ります。
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事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

外
構 

①城下町に相応しい既存の樹木の保全や在来種の採用により、地域の固有景

観の保全・育成に配慮する。また、花壇やプランターの配置により、潤い

のある景観の形成に努める。 

②門、塀及び門扉は和風建築と調和したものとなるように努める。 

③車庫、物置等の付属家は、位置、形態、色調等を景観に配慮し、建物本体

との調和に努める。 

④公道に面する空き地及び駐車場等は、まちなみに調和した門扉の設置や植

栽などにより、まちなみの連続性に配慮するように努める。 

⑤屋外設備や施設は、通りから見えない位置に設けるか、木製格子の覆いを

設けるなどにより、建物本体及び周辺景観との調和に努める。 

⑥日よけテントを設置する場合は、色彩やデザインに配慮し、建築物との調

和に努める。 

⑦広告物は、まちなみや自然などの周辺景観と調和した形態、意匠となるよ

うに努める。 

⑧屋外に音を発する音響広告施設は設置しないこととする。 

⑨自動販売機を新設又は交換する場合は、建物の外壁と調和した木製の囲い

やこげ茶色（マンセル値 10YR 2.0/1.0 程度）にする等により、周辺の

景観との調和に努める。 

⑩夜間照明は、周辺の落ち着いた景観との調和に努める。 

⑪太陽光パネル等（広告物を除く。）を屋根面に設置する場合は、通りから見

えない位置に設けるか、黒色の薄型パネルの設置などにより、建物本体及

び周辺景観との調和に配慮するように努める。 
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（４）諸町地区 

１）選定理由と目的 

城下町の町割では、諸町の西側３分の１程度が武家屋敷で、東側は諸々の職業（２

７業種）の職人が住んでいた町屋でした。この地区には、江戸期から戦前の城下町

の流れを汲む建築物が残っています。 

平成２２年１０月１日、諸町景観まちづくり協議会は景観まちづくり団体に認定

され、まちづくり協定により、城下町の風情をもった景観形成を図っていきます。 

 

２）対象範囲 

市道諸町線（中津家具から屋根センター資材置き場）の通りに面する区域（下図

参照）とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）景観形成方針 

諸町筋には、今も城下町の流れを汲む町屋や武家屋敷のまちなみが残っており、

江戸時代から継承されてきた歴史的なまちなみと現代の建物の調和により、落ち着

いた佇まいを醸し出しています。 

この城下町の風情をもった諸町筋を、一体感のある景観づくりによって質を高め、

昔の懐かしさを感じながら散策できる、閑静な佇まいをもったまちづくりを目指し

ます。 
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４）届出が必要な行為と規模 

区 分 届出対象 規 模 行 為 

建築物 

工作物 

延べ面積が 10 ㎡を

超えるもの 

新築、増築、改築若しくは移転、外観

を変更することとなる修繕若しくは模

様替え又は色彩の変更（※1） 

 

 

 

５）景観形成基準 

事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

配
置

①歴史的まちなみとの調和や町屋の連続性に配慮した配置及び形状となるよう

に努める。 

高
さ
・
形
態
・
意
匠

①城下町の風情を保全するため、建築物・工作物の高さは原則として2階建て

程度以下とする。やむを得ず3階以上になる場合は、通り筋に面した部分へ

の下屋又は庇の設置、壁面に工夫を凝らすなど、城下町の風情を損なわない

ように配慮する。 

②町屋が連続する歴史的まちなみに配慮し、格子や漆喰等の伝統的な意匠や日

本瓦による勾配屋根の採用など、和風建築様式を基調とする。 

色
彩
・
素
材 

①マンセル値（P109参照）により以下の色彩とする。 

R（赤）～Y（黄） GY（黄緑） 他 

彩度 4 以下 彩度 2 以下 
原則として 
使用不可 

②さらに、無彩色又は素材色を用いるなど、城下町の風情を感じさせる落ち着

きのある色彩となるように努める。 

③上記に加えて、屋根面はできる限り無彩色または低明度・低彩度色を使用し、

城下町の風情に相応しいものとなるように努める。 

④ただし、次に該当するものは、この限りではない。 

・外壁、屋根、塀等の各壁面の見付面積から屋外広告物の面積を除いた面積
の２０分の 1 未満の範囲内で使用される外観のアクセント（強調）色（た
だし、アクセント色は、屋外広告物を除く面積とする。） 

・表面に着色していない自然石、木材、土壁及びガラス等の素材本来が持つ
色彩 

・航空法その他の法令に基づき設置するもの 

・市長が景観審議会の意見を聞き、次に該当すると認めるもの 
＊質の高いデザイン（色彩を含む）でランドマーク（地域の象徴となる建

物など）となる役割があり、良好な景観を形成するもの 
＊植栽等で遮へいされており、景観を阻害しないもの など 

⑤漆喰仕上げ又は板張り等、城下町の風情を感じさせる材料を積極的に取り入

れるように努める。 

⑥中津らしさを感じさせる地場産の材料を積極的に取り入れるように努める。

⑦耐久性・耐候性に優れた材料や環境に優しい素材・製品を積極的に取り入れ

るように努める。 

※1 外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更については、当該行為に係る部分
の面積が 10 ㎡を超えるものに限ります。
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事 項 景観形成基準 

建築物 

 

工作物 

外
構 

①城下町に相応しい既存の樹木の保全や在来種の採用により、地域の固

有景観の保全・育成に配慮する。また、花壇やプランターの配置によ

り、潤いのある景観の形成に努める。 

②門、塀及び門扉は和風建築と調和したものとなるように努める。 

③車庫、物置等の付属家は、位置、形態、色調等を景観に配慮し、建物

本体との調和に努める。 

④公道に面する空き地及び駐車場等は、まちなみに調和した門扉の設置

や植栽などにより、まちなみの連続性に配慮するように努める。 

⑤屋外設備や施設は、通りから見えない位置に設けるか、木製格子の覆

いを設けるなどにより、建物本体及び周辺景観との調和に努める。 

⑥日よけテントを設置する場合は、色彩やデザインに配慮し、建築物と

の調和に努める。 

⑦広告物は、まちなみや自然などの周辺景観と調和した形態、意匠とな

るように努める。 

⑧屋外に音を発する音響広告施設は設置しないこととする。 

⑨自動販売機を新設又は交換する場合は、建物の外壁と調和した木製の

囲いやこげ茶色（マンセル値 10YR 2.0/1.0 程度）にする等により、

周辺の景観との調和に努める。 

⑩夜間照明は、周辺の落ち着いた景観との調和に努める。 

⑪太陽光パネル等（広告物を除く。）を屋根面に設置する場合は、通りか

ら見えない位置に設けるか、黒色の薄型パネルの設置などにより、建

物本体及び周辺景観との調和に配慮するように努める。 
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５．景観形成誘導地区 

地区の特長や個性を活かした景観誘導を図るため、住民が主体となった景観形成が可

能な特定範囲で、当該地区役員会の合意のうえ、市に対して申し出を行い一定の審査を

経て景観形成誘導地区として指定します。指定を受けた地区については、景観形成重点

地区の指定に向けた景観形成方針・基準の策定のための人的支援、技術的支援などのソ

フト面での支援を検討します。 

【指定基準】 

景観形成誘導地区は、面積が１ｈａ以上あり、かつ下記の全ての要件に該当する地

区を指定します。 

◎住民が主体となった景観形成に関する活動が始まっている地域 
◎自然や歴史を示す景観資源が複数存在している地域 
◎新たなまちなみの創出により魅力ある景観形成を図ることができる地域 
◎景観が対外的に評価されていると認められる地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金谷上ノ丁 現況 金谷上ノ丁 景観形成イメージ図 
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（１）金谷地区 
■ 選定理由と目的 

   城下町の武家屋敷の町割が残るこの地区には、土塀やその下の石垣が多く残って

います。特に上ノ丁、西ノ丁は当時の基礎石積を残したままで道路幅員が狭いとこ

ろが多くありますが、現状で保存し土塀等による修景を行うことがこの地区の歴史

的まちなみとしての価値を高めるものと考えられます。 

   そのためには、建築基準法等の問題を解決した上で、通りの塀を土塀又は土塀風

にすることで武家屋敷として一体感のある景観形成を図っていきます。 

 

■ 対象範囲 

   金谷地区のうち、町割、土塀、石垣等の歴史的まちなみとして保存状況の良い、

金谷本町、上ノ丁、西ノ丁の地区（下図参照）とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 景観形成方針 

   金谷地区については、町割や石垣、土塀が残っており、城下町の武家屋敷として 

の雰囲気をまちなみのイメージとします。そこで、建築物を通りからひかえて建設 

し、塀の設置場所を確保するとともに、土塀又は土塀風の塀を設置することにより、 

良好な景観の形成を図ることとします。 


